
２０２５年度　入学試験問題

数　　学 　（６０分）

・解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

・問題は 1 から 5 まであります。

・解答用紙は２枚あります。

・答えを分数の形で表す場合は，それ以上

　約分できない分数で答えること。

・答えに根号が含まれる場合は，根号の中

　を最も小さい自然数にすること。

・分母に根号を含む場合は，分母を有理化

　すること。
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(6)　連立方程式　 　　　　　　　　 を解け。

　　　

(7)　x + y ＝ 　　  ，x − y ＝ 　　  のとき，x ( x + y ）− y ( x − y ）の値を求めよ。

(8)　2　13 を小数で表したとき，整数の部分を求めよ。また，小数第1位の数を求めよ。 

(9)  関数 y ＝ −  　x2 について，x の変域が −5 ≦ x ≦ 3 のとき，y の変域は a ≦ y ≦ b

　 である。 a，b の値をそれぞれ求めよ。

(10) 図のように0，1，1，2，3の数字が書かれたカードが5枚ある。この中から

　  3枚のカードを選び，それらを並べて3けたの整数をつくるとき，2の倍数は何個

　 できるか。
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11x + 7y ＝126

7x + 11y ＝126

　　　次の問いに答えよ。答えのみを記入せよ。

(1)　 −6 
3
 ×　−0.5　−  −7

2    
÷  −　　  を計算せよ。

(2)　  −　    
3

 × 　　÷  −　     
2

  を計算せよ。

(3)　( x −7)2 − ( x −6) ( x −8)
  
を計算せよ。

(4)　( x − y ) y − 3 ( y − x ) + 2x − 2y を因数分解せよ。

(5)　　　　　　  +  　　　　　　を計算せよ。 
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　　　次の問いに答えよ。答えのみを記入せよ。

 (1)　右の図は半径 8 ㎝，中心角 120°の

 　おうぎ形ＯＡＢである。このとき，斜線部分の

 　面積を求めよ。

 (2)　右の図の平行四辺形ＡＢＣＤにおいて， 

 　辺ＣＤ上に，ＣＰ：ＰＤ＝ 3：4 と

 　なるような点Ｐをとる。

 　また，線分ＡＰと対角線ＢＤの交点を

 　Ｑとし，線分ＡＰの延長と辺ＢＣの延長の

 　交点をＲとする。

 　このとき，次の線分の比を，最も簡単な整数の比で表せ。

 　①　ＢＱ：ＱＤ

 　②　ＡＱ：ＱＰ：ＰＲ

２
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 図のように，関数 y ＝ ax 2 のグラフとグラフ上の

  2 点 Ａ　　　　　 ，Ｂ（2, 3) を通る直線がある。

 また，点Ｃは関数 y ＝ ax 2 のグラフ上の点であり，

 線分ＡＣは x 軸と平行である。

 原点をＯとして次の問いに答えよ。

 (1) と (2) は答えのみを記入せよ。(3) は式または考え方も記入せよ。

 (1)　a， b の値をそれぞれ求めよ。

 (2)　四角形ＯＡＢＣの面積を求めよ。

 (3)　点Ｃを通り，△ＡＢＣの面積を 2 等分する直線の式を求めよ。

３
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反時計回り 時計回り
　　  右の図のように，底面が 1 辺 10 ㎝ の正方形ＡＢＣＤで，

 他の辺の長さがすべて 13 ㎝である正四角錐ＯＡＢＣＤが

 ある。次の問いに答えよ。 

 (1) と (2) の①は式または考え方も記入せよ。

 (2) の②は答えのみを記入せよ。

 (1)　正四角錐ＯＡＢＣＤの体積を求めよ。

 (2)　頂点Ｏから頂点Ａまで辺ＢＣを通って，ひもの長さが最短となるようにひもを

 　かけ，ひもと辺ＢＣとの交点をＰとする。

 　①　ひもの長さを求めよ。

 　②　線分ＰＣの長さを求めよ。
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　　　 右の図は，点Ｏを中心とする半径 12 ㎝の円であり，

 この円周上に 4 点Ａ，Ｐ，Ｑ，Ｒがある。 

  3 点Ｐ，Ｑ，Ｒは，点Ａを同時に出発し，この円周上を

 次のように動く。 

　　　点Ｐは，時計回りに毎秒 1 ㎝の速さで動き， 

　　　点Ｑは，時計回りに毎秒 2 ㎝の速さで動き， 

　　　点Ｒは，反時計回りに毎秒 2 ㎝の速さで動き， 

　　　点Ｐと点Ｒが重なった時点で 3 点とも止まる。 

 このとき，次の問いに答えよ。答えのみを記入せよ。

　　(1)　△ＯＡＰが正三角形になるのは，3 点Ｐ，Ｑ，Ｒが点Ａを出発してから何秒後

 　であるか。

　　(2)　点Ａを含まない方のおうぎ形ＯＰＱの面積が 18π㎝２になるのは，3 点Ｐ，Ｑ，Ｒ

 　が点Ａを出発してから何秒後であるか。

　　(3)　右の図のように，点Ｂが弧ＡＲ上に，点Ｃが弧ＰＲ上に　

 　ある。 

 　点Ｃを含む方のおうぎ形ＯＰＲの面積が，点 Bを含む方の

 　おうぎ形ＯＡＲの面積の 3 倍になるのは，3 点Ｐ，Ｑ，Ｒ

 　が点Ａを出発してから何秒後であるか。
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